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12/9　6年生：アンサンブル発表会

12/2　5年生：音楽発表会（ルパン､ゴジラ）

3学期始業式　午前授業（給食あり）
水 二計測（低）　バス乗車指導　

二計測（中）
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冬期休業日⑮

火
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二計測（校）　　　　　　　定時退勤日
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28
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水

避難訓練(冬期間）

たてわり班清掃
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火
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日 曜

1
2
3 日

水

学校行事・PTA行事など

金 元旦　冬期休業日⑦　学校閉庁
土 冬期休業日⑧　学校閉庁

4
5
6

月

火

冬期休業日⑫

明日から冬休み      　　　　校　長　　飯屋崎　　修

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止を受けて、２ヶ月に至る臨時休校から始ま
り、マスク、手消毒、検温、不要不急の外出自粛、ソーシャルディスタンスが日常の行動と
なり、校内では対面学習や飛沫の恐れがある活動が中止または制限されました。年末恒
例となった今年の漢字には「密」、そして今年の「新語・流行語大賞」には、年間大賞に
「３密」が輝き、トップ１０には、「アベノマスク」「Gotoキャンペーン」が選出されるなどコ
ロナ一色、「コロナ」に泣かされた年でした。ワクチン開発が進み、日本にも年明けにワク
チンが入荷し、安全確認後、投与できるところまで進んできました。子ども達が窮屈な日
常から安心した生活を送れるよう、今後も対策は続けながらも期待しているところです。
　さて、年末・年始は日本古来の風習がたくさんあります。一年で一番最後の月、日であ
る１２月３１日を大晦日といい、年越しそばを食べ、除夜の鐘を聞いて新年を迎えます。
来年もそばのように長く、細く長生きができますようにと願い、また、そばは切れやすいこ
とから、この１年の災難や厄を切るために食べると言います。今年は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、教育活動にこれまでなかった対応が求められました。子どもた
ちは新生活スタイルにしっかり順応し、２学期を乗り切ってくれました。「来年のことを言う
と鬼が笑う」といいますが、新型コロナウイルスの感染が終息し、新生活スタイルに対応
した安心して過ごすことができる令和３年となるよう、共に願い行動していきたいと思い
ます。大晦日の過ごし方は多様化して、最近は、旅行に出かけたりカウントダウンに出か
けりして家族が揃うのが難しい場合もありますが、今年は一年の最後の「大晦日」に家
族揃って、そばを食べ、除夜の鐘を聞いて過ごすのもよいのではないでしょうか。
　この２学期にもたくさんの「素敵」がありました。「朝、元気におはようが言える子」「算
数の時間にあきらめず最後まで考えて｛できた！｝とうれしそうな顔」「図工の時間に悩ん
でいる友達にそっと教えている姿」「体育の時間に｛がんばれ！｝｛すごい！｝｛もう少し！｝
｛やったあ！｝と自分のことのように喜んだり励ましたりする姿」「ほこりがたたないように
丁寧にほうきを使う姿」「天気のいい日は外で元気に遊び時間を守る姿」「６年生と一緒
に休み時間けん玉で遊ぶ１年生。いつの間にか身に付いたすごい技」などなど。紙面の
関係で書ききれないのが残念ですが、日常の授業や学校生活の中で、あっという間に
育っていく姿に感動しています。子どもたちは、本当によくがんばった２学期でした。
　保護者の皆様、地域の皆様には大変お世話になりました。新年も「未来にたくましく生
きる子」の育成を目指し、教職員一同力を合わせて取り組んで参ります。ご協力、どうぞ
よろしくお願いいたします。寒さ厳しき折、各ご家庭・地域の皆様方には、ご健康には十
分ご留意され、どうぞ良いお年をお迎えください。

金

◎1月１８日～2月４日
　茶内リンクの散水作業が始まります。
　ご協力、よろしくお願いします。
◎2月３日スケート授業公開（中・高学年）予定
　　  ９日スケート授業公開（低学年）予定

29

30

31 日

定時退勤日

土

町民スケート大会

9

7

土

土

木

10

木

たてわり班清掃

金 児童委員会　　　　　　　　定時退勤日

土

令和2年 12月25日 No.９
日常の教育活動につきまし

ては、学校ホームページを

ご覧ください。

https://www.townhamanaka.jp/chan



  今年度2回目の学校評価アンケートにご協力いただきまして、大変感謝しておりま
す。この度の保護者アンケートの回収率は96.2％でした。コロナ禍での学校の教育活
動に対してのご意見をたくさんいただきました。
　児童及び保護者アンケートの結果がまとまりましたので、お知らせいたします。今
回も、A評価～5点　B評価～4点　C評価～2点　D評価～１点　としました。右図のよ
うなグラフとなりました。実線→2学期評価　点線→1学期評価

【４.０ポイントを超えた項目】
　保護者　４．10．12．22．26．28．30
　児　童　(１)(２)(４)(５)(６)(８)(９)(10)(12)(13)(15)
【３.５ポイントを下回った項目】【３.０ポイントを下回った項目】
　保護者　９．14．15．19．　　　　保護者　８．19．29
　児　童　ありません              児　童　ありません
　
　この度のアンケート結果をふまえ、茶内小の教育活動のよいところは継続し、３．
５ポイント以下の項目については、保護者の皆様のご意見を参考にしながら、新年度
計画にて改善を図って参ります。保護者記述の中で、現時点で応えられる内容は次の
とおりです。
・個人面談について～これまでも日常的に個人面談の希望は受け付けてきまし
　　　　　　　　　　た。担任までご連絡ください。
・学習発表について～今年度は２月に学年ごとの学習発表会を参観日で行います。
　　　　　　　　　　　　　　　また、先日の参観日におかれましても学年によっては、器
　　　　　　　　　　　　　　　楽やマット運動等の学習発表会を行いました。令和３年度
　　　　　　　　　　　　　　　は、地域に開く土曜授業日や参観日を活用しながら日常的
　　　　　　　　　　　　　　　な学習発表会を小まめに行い、保護者や地域の皆様に学習
　　　　　　　　　　　　　　　の成果を伝える機会を増やす方向で協議しています。
・運動会について　～これまでの地域のイベントという要素を無くし、子どもた
　　　　　　　　　　ちの体育科での学びを発表する運動会にする方向で、大き
　　　　　　　　　　な方向転換を考えています。また、授業時数確保のために
　　　　　　　　　　も振替休日が発生しないよう土曜授業午前開催を視野に入
　　　　　　　　　　れいています。
・ホームページ　　～昨年度の学校評価を受けて、毎日の茶小の教育活動が伝わ
　　　　　　　　　　るようできるだけ更新するように努めています。一日一回
　　　　　　　　　　は茶小ホームページをチェックしていただきますようお願
　　　　　　　　　　い致します。
　茶小は、コロナ禍において、「安心安全」を第一に取り組んで参りました。浜中町
内小･中学校で足並みをそろえるべき事、校舎の大きさと人数の関係を踏まえる事、子
ども・保護者・教職員に無理が生じない事を今後も大切にしていきます。ご理解いた
だきますようお願い申し上げます。
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先
生
の
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き
ち
ん
と
聞
い
て
い
る
。

先
生
の
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業
が
わ
か
る
。

自
分
の
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え
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。

外
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よ
く
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朝
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国
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国
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る
。
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仲
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12/7 2年生がおもちゃ大会に地域の

方と1年生を招待しました。


